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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第2回法人研修が7/1（火）、7/2（水）に実施。演題は「感染症とその予防策
　～医療従事者が知っておくべき感染症とその予防策～」、出欠の入力をしましょう。
・職員一泊旅行（2班・3班）に参加する職員への追記事項あり。動きやすい靴、雨具・防寒の上着の持参を勧めている。

・風穴義信様本日よりデイ利用開始予定だったが、他の施設利用の為、青陽館の利用は取り止めとなっている。

・本日、八戸短期大学の看護学生6名が実習をしている。

＜利用者様情報＞

・寺沢　　彩　様～就労に対する不安の訴えあり。少し吐気があるとの事で静養室で休むか尋ねるとホールで過ごした方が良いと話し、本を読んで過ごすと気分が晴れたと話している。

・東海林　康之様～来所時から多弁、口調の荒さあり。昨日は20：30に就床前薬を服用し、すぐ就寝。7：30起床し、長く眠りすぎてぼんやりするとの事。10：30運動をするとすっきりしたと話している。

・淡路　智恵子様～実習生に声をかけられ、話していたら疲れたとスタッフへ話している。その後は実習生と距離を置く事ができており、うまく対応できていた様子。

・繁名　和恵　様～「昼食を食べると気持ちが悪くなるから食べたくない。」と訴えているが、笑顔で「ヤクルト買いに行っていいですか？先に薬を飲んでもいいですか？」など笑顔で話している。昼食は無理して食べなくてもいいが、何か食べてから昼食後薬を服用するよう伝えると、味噌汁とオレンジのみを摂取し服用している。

・倉橋　生子　様～気分高揚さが見られている。昨日は他者に対する苦情を攻撃的に話すことが見られ、自分の行動を振り返ることはできていない状況だったが、本日不機嫌さは見られていない。

・稲垣　ふき　様～来所後荷物を置くとすぐに階段へ向かっている為、声掛けをすると「ジュースを買ってくる。」と話しており、確認をすると現金を所持している。現金はスタッフが管理することを説明すると、所持していた現金を渋々スタッフに渡している。以前買い物をした際の小銭をポケットに入れていた様子だが、詳しくは話したがらない。そのことで不機嫌になる様子はなく、笑顔で過ごしている。

・津嶋　イチ子様～昼食後作業室から「板橋さんがこわーい！」と大きな声を出し、急ぎ足でホールに来ている。状況を確認すると津嶋様が放歌しており、休んでいる板橋様から静かにするよう注意を受けたが、構わず更に大きな声で放歌をしていたとのこと。すると板橋様が歩いていきて杖を振りかざす仕草をし、怒鳴ったと話している。津嶋様は興奮状態で「あの人調子悪いごった。先生に見てもらわないと。こわかったー。」と自分の訴えだけを主張しており、相手のことは考えられない様子。その後相手との距離を置くよう伝えるも、作業室に入ろうとすることや、作業室横の廊下で大きな声で談笑している等、相手に近づいていこうとすることが見られており、理解が乏しい様子。距離を置くとすぐに落ち着く事ができている。本人は他者との話し疲れや反応の悪さに対し、イライラしており、放歌していたとの事。注意は聞こえていたがイライラを発散させる為に注意を無視して歌い続けたとのこと。一通り話し終えると「自分も調子悪かったのかも。もう解決したから聞かないで。」と話している。

＜事例検討＞

川口　尚良　様（49）主病名：アルコール依存症　利用日：月、火、木、金

検討内容目標、計画の見直し

長期目標①再飲酒せず現在の生活を維持する。体調管理を行う。

②単身生活に向けて、自立した生活を送れるようになる。

中期目標①ストレスや不満を溜めず、再飲酒しない。

不調の訴えを傾聴し、症状にあわせてバイタル測定や自律訓練法を実施していく。

②必要最低限の家事動作が出来るようになる。

短期目標①ストレスや不満があると顔の表情に出すため、言葉で表現できるようにする。

　　　　　ストレスや不満がある際は、他者やスタッフに相談する。

②自宅での手伝いをする。（洗濯・掃除）

実施計画①ストレスや不満を訴える事が多いため、ストレス・不満の確認を行い、対処方法をアドバイスする。また、こだわりがありアドバイスを受け入れる事が困難な時は根気強く説明する。

　　　　　不調時は、原因は何なのか確認し、バイタル測定や自律訓練法を促す。

②自宅での過ごし方を確認し、家での役割を持てるよう関わる（主に掃除・洗濯）。また、無精ヒゲや義歯を外して来所する事があり、乱れが見られる際は指摘し、改善で きるようにする。

現状

・退院してからは一度も飲酒をしていない。

・飲酒欲求は常にある。新商品を試したいと思う。

・体調が悪いと自ら血圧を測定し、スタッフへ訴える。

・「色々と不満はあるが、自分の器が小さい、だめだ。」と話している。

・不満を自制することはできている。

・料理は卵焼きを作る程度。

・洗濯はできるが、段取りが悪い。

・髭は「シェーバーの充電が・・・。」と言い、剃っていないことがある。

・義歯をつけずに来所する時があり、適宜外すよう伝えるが受け入れらていない。

困っていること：お金がない。

今後の希望：別の新しい部屋に引っ越したい。仕事をしたい。

検討結果
・就労したい意志はあると話すがやる気がない様子。今後の生活の意識付け、意欲低下防止、就労に向けて就労プログラムに参加してもらうこととする。

＜外来情報＞

・青木　紀子　様～喫煙をしていることを話している。3本/日吸っているとのこと。

・繁名　和恵　様～吐気の訴えある為、ナウゼリン1錠14回分（1日2回まで）を処方。

・大釜　万知　様～2週間前から体が痛いとのことで、ナパゲル軟膏1本処方となっており、朝・夕2回青山荘スタッフより塗布することとなっている。また診察中に体を揺らしていた為、デイケアで精神状態に注意して観察するよう指示あり。

・中村　鶴子　様～3週間前から日中の眠気が強いとの訴えある為、就寝時間を遅くするよう指示あり。レキソタン6錠から3錠に減薬。

・清水　秋男　様～腹部の痒みを訴えている為、オイラックスHクリームが処方となっている。

・番沢　政勝　様～「唾が出る。息苦しい。」との訴えあり。主治医からは太るとそのような症状が出てくる為、痩せるよう説明あり。

・倉橋　生子　様～夜中の3時に目が覚めるとの訴えあり。リスペリドン1mg1錠から2mg1錠に増薬。

・寺沢　彩　　様～3/24～ニセジピンL10mg1錠を服用し始めてから1ヶ月生理が来ないとのことでニバジール4mg1錠に変更。

・藤村　　翔　様～「俺に逆らうな。」「9月になったら仕事が決まる。」等の幻聴があるとの事でエビリファイ3mg2錠から6mg2錠へ増薬、リスペリドン2mg4錠から2mg2錠へ減薬。

